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2011・1・7　at  ローズコートホテル
　                  明けましておめでとうございます！
今年の、中部映像関連事業社協会（中映協）新年会は、2011年1月7日（金）12時よりローズコートホテルに場所を移して開催されました。ご来賓も含め、今年も30社80名を越える参加者で、盛大に行われました。
会の冒頭、鶴見俊成理事長は、「時代はアンドロイドなど新しいデバイスでの動画配信や3D技術などが盛んに行われるようになっている。厳しい環境の中でも、そうした先鋭的な技術を取り込みながら、がんばっていきましょう」と挨拶。

ご来賓を代表しお二人にご登壇いただきました。
1 中部経済産業局コンテンツ産業支援室長青山一郎氏

「景気が上向いているという実感はないけれど、統計データでは、確実に上向いている。いわゆる”ウナギの登り坂“である。昨年この中部管内では、地域人材育成事業で、きしめんをテーマにした映画を制作し、映画館でのデジタル映写機で上映するなどを行ってきた。映像業界も、それなりに試行錯誤しながら、前向きにすすんでいる」

2 愛知県産業労働部新産業課課長森田茂氏

「地上波の完全デジタルをこの7月に控え、情報端末の発展や３D技術の進展に伴い、視聴者のニーズも多様化している。愛知県としても中映協さんとも連携しながら、映像関連産業の発展をめざしたい」

森田氏のご発声で乾杯の後、豪華な食事に舌鼓を打ち、談笑、名刺交換の後、新入会員である名古屋学芸大学の瀬口先生よりご挨拶いただきました。
宴半ば、『賛助会員社からのメッセージ』として、“ＳＦＩリーシング株式会社”（㈱ソニーファイナンスインターナショナルより社名変更）照川さんにもご挨拶いただきました。

恒例の福引き抽選会では、新年の福を占い、最後は、谷水康彦副理事長の一本締めでめでたくお開きとなりました。
景品をご提供くださった出席各社の皆様方、また、残念ながら新年会ご欠席でしたが福引景品のご提供をいただきました株式会社朋栄さん、報映産業株式会社さん、誠にありがとうございました。
今年も、中映協の活動にご協力の程、よろしくお願いいたします。
